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Ⅰ　はじめに

　₂₀₀₇年に団塊の世代が退職を迎え，仕事中心の
生活から地域とのかかわりを充実させていく生活
へと移行させている．定年退職者の生活の変化で
は，退職を肯定的に捉え新たな人生を求めて生活
を充実させていく者と，空虚感から抜け出し難い
者がいることや，男性の方が余暇時間をもてあま
す傾向にあることが示唆されている₁）．また，中
高年者にとってボランティア等の社会貢献活動が
心身の健康を高めることも示されている₂-₅）．退職
者，とくに男性にとって，地域社会への参加は健

康づくりの上でも重要な課題である．
　団塊世代や退職者の地域社会参加の支援につい
ては，健康長寿のまちづくり推進の視点から団塊
世代の人材活用・ネットワーク形成の方策を検討
するため全国の先駆的取り組みを調査分析したも
の₆）のほか，健康づくり講座の実践報告₇-₉）が数件
みられるのみである．これらの報告は，先駆的取
り組みから，自治体の関わり方と活動を行う上で
の課題および対策について整理した提言や，団塊
世代や退職者へのアプローチのポイント・工夫に
ついて示唆を与えるものとなっている．しかし，
団塊世代や退職者がグループを形成し活動を展開
していく上で，グループ活動を追跡しその推進要
因を見出しているものはなかった．
　本稿では，退職を健康的な生活を手に入れる契
機と捉え，グループ活動への参加を通して地域と
のかかわりを充実させていくことを目指して，退
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職男性の地域活動グループづくりに取り組んだ活
動について報告する．特に，誕生したグループの
活動経過から，グループ活動の推進要因について
検討したことを報告する．
　なお，本稿では，一定時期に年齢が主な原因で
自発的もしくは強制的に職を辞す，いわゆる定年
退職の前後数年間にある男性を退職男性とした．

Ⅱ　方　　法

1．グループ育成を目指す講座の企画・実施

　講座は，人口₈₄,₉₄₂人，₆₅歳以上人口割合
₂₀.₂％（₂₀₀₇年₁₀月）の A市で行った．A市の
₅₅～₆₄歳人口は，₁₀,₉₁₅人で全体の₁₂.₈％にあた
り，うち₅₅～₅₉歳の男性は₃,₀₈₄人，₂₈.₃％を占
める．A市が₅₅～₆₂歳の男女₂,₃₀₀人を対象に行っ
た調査では，退職後やりたいことがある（あるい
は，すでに実行している）人は₅₆.₈％，自分の経
験や技術を活かせる地域活動に参加したい人は
₅₁.₅％を占め，特に，自分の経験や技術を活かせ
る地域活動への参加意思は，女性が₄₆.₄％に対し
て男性が₅₄.₄％と高かった．
　また，A市の産業構成は，第一次産業が₃.₄％，
第二次産業が₃₈.₁％，第三次産業が₅₇.₁％（平成
₁₇年度国勢調査の結果）で，全国に比べて第二次
産業の占める割合が多く，₂₀₀₇年の製造業事業所
数₂₃₂か所（工業統計調査の結果）のうち₉₇％が従
業者数₂₉₉人以下の事業所である．中小企業では退
職準備について十分な支援が行いにくいことが推
測される．
　そこで，₅₅～₆₅歳の男性を対象に，退職後の人
生を充実させるために，①地域活動に参加してい
く必要性を理解し，②その資源となる健康づくり
の実践と，③これからともに活動し支えあう仲間
となる関係づくりを目指す講座を企画し，₂₀₀₇年，
₂₀₀₈年に実施した．
　周知方法は，①広報・ホームページ，②記者発
表による新聞地方版への記事掲載，③₅₈～₆₃歳男
性への個別通知によって行い，「あなたの豊富な経
験や奥の深い知識あるいは技能を活かして，地域

で出来る活動を探しましょう」と呼びかけた．講
座の名称を「地域で輝く☆男の仲間づくり講座」
とし，「男の」と明言することで，男性参加者が得
やすいように配慮した．
　講座の内容を表 ₁に示した．これからの健康づ
くりに地域活動に参加していく必要性を調査結果
を用いて示し，地域で活躍している先輩の話をき
き，その活動を体験し，さらに，自分たちが活動
を展開していくうえで活用できる活動方法や社会
資源の情報について学習しながら，仲間づくりが
できていくよう展開した．途中，おまけ講座として
「まちなか散策」を行い，地域への関心を高められ
るように工夫した．また，第 ₁回では，自己紹介
に先立ち「肩書きを捨てる」というルールを提示
し，今までの会社組織の縦の関係と異なる水平な
関係づくりの特性についての学習を加え，同じ立
場で新たな関係づくりをしていけるようにした．
　講座の企画では，①目的の明確化，②団塊世代
男性の嗜好の取り入れ，③体験コースの選択など
参加者の主体性の尊重，④ネーミング，⑤健康づ
くりと仲間づくりの学習，⑥地域への関心を高め
る，⑦社会資源の情報提供，⑧やりたいことに対
応した支援に配慮した．
　₂₀₀₇年の講座終了後，講座の評価を行う目的で，
継続して参加していた₁₉名のうち面接の都合がつ
いた₁₀名に聞き取り調査を行った．健康づくりや
仲間としての関係づくりの変化と講座の感想から
改善点を見出し，₂₀₀₈年の講座を企画した．
2 ．グループの誕生とその後の活動追跡

　グループ活動の経過について，活動場面への参
加観察と，グループメンバーへの聞き取りにより
把握し，活動展開をまとめた．活動の発展過程か
ら，グループ活動の推進要因を抽出した．
3 ．倫理的配慮

　調査に先立ち講座参加者には，調査の目的・方
法，調査への協力は自由意思によるものであり，
いずれの時点でも同意を撤回することができ，そ
れにより不利益がないこと，守られるべきプライ
バシー等の権利について文書と口頭で説明し，文



滝澤・若林

238 日健教誌　第21巻　第 3号　2013年

書で同意を得た．なお，本調査は，滋賀県立大学
研究に関する倫理審査委員会の承認を得て行った．

Ⅲ　結　　果

1．講座参加者の状況と 2年目の変更点

　₂₀₀₇年は₂₃名の申込みがあり₁₉名が継続して参
加，₂₀₀₈年は₁₂名の申込みがあり全員が継続して
参加した．なお，本調査には，講座に継続して参
加した全員の同意と協力が得られた．
　年齢は₅₈～₆₅歳で，平均年齢は₂₀₀₇年が₆₁.₀

（SD ₂.₂）歳，₂₀₀₈年が₆₂.₄（SD ₂.₄）歳であっ
た．₂₀₀₇年の平日夜の開催時は，₅₈歳と₆₂歳が ₄
名ずつ，₆₁歳と₆₃歳が ₃名ずつと定年退職年齢と
考えられる₆₀歳前後の参加者が多かった．₂₀₀₈年
の土曜日開催時は，₆₅歳が ₃名，₅₉歳，₆₀歳，₆₃
歳，₆₄歳が ₂名ずつと実際に退職を迎えた年齢層
の参加者が多くなった．
　参加動機として講座内で語られたものを複数回
答で分類すると，「地域で何かしたい」が₂₀₀₇年は
₁₉名中 ₅名，₂₀₀₈年は₁₂名中 ₇名で，計₁₂名と一

表 1　講座のプログラム概要

回数 各回の講座名 各回のねらい プログラムの概要

₁回目

プロローグ
『ようこそ，自分活
かしの講座へ』

①自分が講座に参加する目的を明
確にする．
②これからの生活に地域活動参加
の必要性を理解する．
③新しい仲間づくりの必要性を理
解する．
④参加者（どんな人たちか，同じ
仲間だ！）を知る．

・講座開催主旨説明．
・ゲームで自己紹介．
［講義］これからの健康づくりと地域社会．
［DVD］仲間づくりとは？
［GW］参加動機と「自分」の紹介．

₂回目

『僕が輝いている　
時空！』先輩の話
を聞こう

①退職後の生き方のモデルをもつ．
②「地域」に関心を向ける必要性
を感じる．

［ミニ健康教室］メタボリックシンドローム．
［講義］地域で活躍中の先輩の体験談．：退職し
てから現在の活動に至るまで，始めた頃の気持
ちや現在の気持ちなど．

₃回目・
₄回目

体験講座①
体験講座②
『やってみよう！
いってみよう！』

①実際に地域活動に参加し，から
だとこころを使って，体験する．
②活動を通じてお互いを理解しあ
うことができる．

A：料理コース
男の料理ボランティアと一緒に調理実習．

B：自然環境コース
農村地域の環境に触れ，学び，伝えてい
く活動をしているグループの里山整備に
参加．

＊興味のある方を選択して参加する．

₅回目

『あなたを待ってい
る人のために！』

①ボランティア活動について理解
する．
②からだとこころを使って感じて
きたこと，考えたことを報告し
あい，そこから自分の問題意識
や可能性に目を向ける．

［ミニ健康教室］がん予防．
［講義］ボランティア活動ってなぁ～に？
［意見交換］体験講座に参加して：気が付いたこ

と，楽しかったこと，驚いたこと，
必要だと思ったこと，実践しようと
思ったこと．

［情報提供］地域の課題．

おまけ 『まちなか見学・私
の気づき』

①まちなかを散策し，地域の実態
にふれ，課題を発見する．

₂時間弱，まちなかを散策．

₆回目

『いきいきしている
あなたを見ていた
い！』

①自分のやりたいこと，これから
のことや，この講座仲間への思
いを表現できる．

［ミニ健康教室］認知症予防．
［演奏会］音楽ボランティアによる演奏会．
［意見交換］これからのことを考える．
［情報提供］地域の課題．

₇回目

『君とならやれる！
僕に任せてくれ！』

①コミュニティ・ビジネスについ
て理解する．
②定期的に同窓会をしたいと思い
計画できる．

［講義］コミュニティ・ビジネスで仲間づくり．
［交流会］食事をしながら，これからのことを考

える．
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番多かった．ついで「仲間づくり」が計 ₅名，「生
きがいさがし」「これからを考えたい」「学びたい」
が計 ₃名ずつで続いた．
　₂₀₀₇年の講座終了後，継続して参加していた₁₀
名に聞き取り調査を行った結果，仲間づくりに関
連して「顔と名前が一致しない」「うち解けていな
い」という声が ₈名から聞かれた．その要因とし
ては「回数が足りない」「円になって顔を見合わせ
て思いを話し合う機会が必要だ」という意見で
あった．₂₀₀₇年は，仕事を終えてからも参加可能
な時間として，平日夜 ₂時間の設定で開催した．
参加者同士の交流がもてるように話し合いの場面
をできるだけ多くとりたいと考えていた．しかし，
実際には時間に限界があり十分に話し合う時間を
とることができなった．そこで，₂年目は，「土曜
日 ₃ 時間」の枠で開催し，グループワーク・ト
レーニングの相互理解を深める技法₁₀,₁₁）を活用し
ながら，各自の趣味や特技，大切にしたいこと・
やってみたいことなどを互いに知ることができる
グループワークを毎回取り入れるようにした．ま
た，名前と顔を覚えやすいように写真入りの名簿
も配布した．そして，グループワークでは₂₀₀₇期
生の参加協力を得たことで，₂₀₀₈期生が自分たち
の今後を考える手助けになっていた．
2 ．グループの誕生と活動経過

　各年の講座終了後，「このまま別れるのはもった
いない」と参加者の中から声があがり，設立総会
の会食が設けられ，グループが誕生した．グルー
プには，各年の講座に継続して参加していた者全
員が加入した．
　 ₂つのグループ共に，「健康で生きがいのある生
き方を求めつつ，日々の生活を充実／エンジョイ
すること」といった目的で，会長，会計のほか，
幹事を名簿順に担当しなから定期的に会合をもち
活動を始めた．活動の参加形態は，会食など事前
に人数把握が必要な時を除き出席の確認等を行う
ことはなく，参加したい人・参加できる人が参加
し，その時に集まったメンバーで活動する形と
なっている．

₁） グループ Aの活動経過
　グループ Aの活動経過を図 ₁に示した．
　第 ₂回定例会の準備段階で運営上の問題が生じ，
今後の方向について全員で話し合いがもたれた．
その中で「みんなが，どんな技術や趣味をもって
いるのか，知る時間が必要だ」「こんなことをやっ
てみたいとか夢や目的を，いろんな人と話すこと
で見つけていこう」という意見がだされ，会食を
重ねながら，『お互いを知りつながりを深める活
動』が展開された．
　数か月たつと，「この仲間で，何か取り組めるこ
とはないか」と，活動事例の見学や，商店街やま
ちづくり NPO団体主催の活動支援要請にこたえ
て地域の活動に参加したりするようになった．そ
んな中，グループメンバーの一人が参加していた
他の講座グループとの協働企画がもちあがり，「ま
ちにもっと笑顔を！」と過去に，まちづくりNPO

団体が中心となって企画してきた『寄席』を，₁₀
年ぶりに復活させることになった．まちづくり
NPO団体とも協働しながら，噺家の手配・会場準
備・チケット販売，すべての過程をメンバーの得
意分野を活かした役割分担ですすめ，最終的に，
チケット総売上枚数₁₅₃枚，当日入場者数₁₁₇人，
収益₂₅,₀₀₀円弱を社会福祉協議会に寄付する成果
を残した．その後の定例会では「やればできる」
「このメンバーの力を確認できた」と互いに成果を
確認しあい，「当初は今回限りと思っていたが，参
加者の声，出演者や周囲の人の声をきいて，来年

図 1　グループ Aの活動経過

お互いを知りつながりを深める活動
会合・会食、メンバーの趣味・技能を活かした

交流・体験企画など

自分や仲間が本気で取り組むことを
探し求める活動

活動事例の見学と検討、商店街活動参加
他団体との交流

自分たちの力を活かす活動
寄席

ＮＰＯ団体事務局での活動
運営支援
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も引き続きやっていきたい」と，その後も継続し
て毎年開催するようになった．
　さらに，まちづくり NPO団体との協働活動を
きっかけに，NPO団体事務局の運営の一部を担う
ようになった．
　現在は，定例会のほか，会食やグランドゴルフ，
ボーリング等のグループメンバーの交流活動，地
域への貢献として，図書館の植木剪定のボラン
ティア，寄席，まちづくり NPO団体の事務局の
運営手伝いを行っている．
₂） グループ Bの活動経過
　グループ Bの活動経過を図 ₂に示した．
　高齢者福祉施設で瓢箪栽培に取り組んでいたメ
ンバーの活動にグループで取り組んでみることか
らスタートした．高齢者福祉施設を活動拠点とし，
施設の植木剪定作業や花壇整備などを行うほか，
会報誌を毎月発行して施設入居者に配布し，活動
拠点の人たちとの関係づくりを図りながら，瓢箪
栽培をすすめた．そして，「できた瓢箪を使って何
かをやろう」と，瓢箪の絵付けの仕方について学
習会を行い習得すると，活動拠点の施設の入居者
や，メンバーのネットワークを使って放課後児童
クラブの小学生を対象に『瓢箪の絵付け教室』を
企画・開催した．この活動は新聞でも紹介された．
メンバーにとっては，この体験で「自分が元気を
もらった」「人が喜んでくれる活動が自分にとって
の喜びになることを新しい仲間との活動の中で気
づくことができた」と，瓢箪づくり以外の活動で

も高齢者や児童，しょうがい者など地域支援活動
を考えるようになった．
　継続して絵付け教室を，しょうがいのある子ど
もたちや小中学生などを対象に企画・開催するほ
か，ボランティアセンターと連携して，小学生へ
のものづくり体験学習として，竹とんぼや輪ゴム
鉄砲教室を実施するようになった．
　そのような活動が進む中で，「自分たちが楽しむ
ことも大切だ」と歌や趣味を生かした活動も取り
入れながら活動を展開するようにもなった．そば
打ち体験学習会を開き，デイサービスセンターの
利用者・職員に振る舞う活動も始まった．
　現在も，定例会のほか，小学生を対象に竹とん
ぼや輪ゴム鉄砲のものづくり体験等を通した世代
交流の活動，高齢者を対象にした瓢箪の絵付けや
そばの振る舞い活動，施設からの依頼による花壇
造成ボランティアなどを行っている．

Ⅳ　考　　察

1．グループ活動の推進要因

　グループ A，Bの活動経過から考えられた活動
の推進要因として，次のことが考えられた．
₁）肩書きにこだわらず互いをよく知ること
　グループ Aでは，「どんな技術や趣味をもって
いるのか」「夢や目的」を，お互いに話すことから
活動が始まった．一方，グループ Bは，講座の中
に，グループワーク・トレーニングの相互理解を
深める技法₁₀,₁₁）を活用したグループワークを取り
入れたことで，各メンバーの趣味・特技，現在の
取組みや思いなどを参加者の中で共有でき，メン
バーの一人が取り組んでいる活動にみんなで取り
組んでみるというスタートをきることができた．
グループの会話では，新たな仲間との活動を模索
していく上で，一人一人のもっている技術や関心
事が大事にされていた．グループが成立する条件
として，①各成員が対面的な関係にあること，②
成員間に相互作用が行われていること，③成員相
互間に個人的な印象や知覚を有すること，があげ
られる₁₂）．グループ形成の段階で，参加メンバー

高齢者福祉施設での瓢箪づくりと
活動拠点関係者との関係づくり

瓢箪栽培、活動拠点の植木剪定や花壇づくり、
会の通信を毎月発行して入居者に配布

瓢箪を使って地域の人々と交流活動
高齢者、小学生を対象に瓢箪絵付け教室開催

その他のボランティア活動
小学生ものづくり体験、

中学校での地域活動についての講演

自分たちが楽しむ活動
歌声ふれあい会、紙芝居・手品講演

図 2　グループ Bの活動経過
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の ₁人 ₁人が，肩書きに拘らず，どんなことに興
味関心があり，どんなことを考えているのか，そ
の人物像を相互に捉えることができる活動が必要
である．そして，そのような活動の導入前に「肩
書きを捨てる」というルールの提示や，「今までの
会社組織の縦の関係と異なる水平な関係づくりの
特性」について学習することを加え，同じ立場で
新たな関係づくりを始めることができるようにす
ることも必要なことである．
₂）自分たちにできることへの挑戦とその成果の
実感

　 ₂つのグループともに，『寄席』『瓢箪を使った
交流活動』など，自分たちにできることを見出し
て挑戦し，その結果「やればできる」「自分が元気
づけられる」という実感を味わうことが，次の活
動の発展につながっていた．それは，「このメン
バーとなら，自分ひとりではできなかったことが
できる」魅力であるといえる．また，両グループ
メンバーの多くが「地域で何かしたい」という思
いをもって講座を受けグループに残った．自分た
ちにできることとして取り組んだ活動は，それを
実現する体験になっている．グループに留まるよ
うに働く力である集団凝集性が高まる条件として，
集団に参加することによって個人の要求を充足さ
せることができることや，その集団が社会から認
められたりしたときなどがいわれている₁₃）．自分
たちにできることへの挑戦とその成果の実感は，
グループの形成維持を強化することにもつながっ
ている．
　山田ら₁₄）は，地域の健康づくり活動を行う住民
組織のメンバーのモラール（集団の士気の高まり）
を高める要因として，実践，評価，内外の刺激を
あげている．自分たちにできることへの挑戦とそ
の成果の実感は，まさに実践と評価であり，活動
を通して他者からの刺激を受ける機会である．そ
の体験を通して，グループ全体のやる気が高まり，
次の新たな活動へと結びついていくのであろう．
₃）縛られない自由と楽しさ
　参加するのもしないのも「自由」という参加形

態と，参加することで得る「楽しさ」の存在は，
メンバーひとりひとりの参加意欲や継続性につな
がる．
　講座やグループ活動を通じて，両グループのメ
ンバーからは「自分では出来なかったことができ
る」「これまで（会社）と違い，いろんな人の話が
聞けて，知らなかったことをいろいろ知れて面白
い・楽しい」という声が聞かれた．また「今まで
（会社では）一生懸命させられてきたので」「元気
で，頑張り過ぎない方がいい」という声もあった．
グループ Bでは，「自分たちが楽しむことも大切」
と活動を加えていた．グループメンバーたちは，
今までの会社組織とは違う関係・仲間を求めてお
り，縛られない自由の中で，参加することで得る
楽しさがあり，無理することなく続けていくこと
を望んでいるようであった．
　掛本₁₅）は，退職移行期にある高齢男性の健康増
進行動に関する要因を検討している．そして，年
齢に応じた健康状態の変化がある自分を認識し，
年並みの健康状態を納得する作業を自分自身に対
して行う一方で，他者に対して元気であることを
示す二重の健康提示を行い，就労に基づく，もし
くはそれ以外の人との結びつきにより社会におけ
る自分の価値を確認することが健康の維持増進に
つながっていることを示している．メンバーたち
は，自分の健康状態の変化を考え，就労に代わり，
無理なく続けていける「人とのつながり」を求め
ていたのではないだろうか．そして，その人との
つながりの中で，自分の価値を確認することで，
健康の維持増進が図られているのであろう．
₄）さまざまな団体との交流や協働
　 ₂つのグループともに，まちづくりNPO団体や，
ボランティアセンター，放課後児童クラブなど，
活動を通じて他団体とのつながりができることが，
活動の場を広げていくことにつながっていた．
　地域全体の健康課題解決に取り組む住民組織の
地域発展への支援として，活動に適する資源との
協働を促すといった「ネットワーク化」があげら
れている₁₆）．グループ Aでは，グループが活動内
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容を模索しているときに，グループづくりに携
わった支援者が，商店街やまちづくりNPO団体が
主催する活動支援要請の情報を提供し，最初の接
点をつくった．それが，『寄席』の協働活動につな
がっていった．グループBでは，グループ発足後，
講座の講師としてきていたボランティア・コー
ディネーターとつながりをもつことで，小学生へ
のものづくり体験学習の実施につながっていた．
　今まで会社勤め等で地域とのつながりが薄かっ
た男性にとって，地域のどこにどんな社会資源が
あるのかといった理解や，接点をもつ機会は限ら
れたものしかない．その点を考慮して，今回の講
座企画では，グループが活動をしていく上で利用
できる場所・人を意識して，会場や講師等の協力
者を設定した．その後，実際につながったかどう
かを踏まえると，活用できる社会資源について情
報を得るだけではなく，実際に利用してみる，話
してみる，体験してみる，といったことが大切で
あることと，協働の機会について相手側からのア
プローチや後押しがあることが必要である．
₅）活動の拠点があること
　グループ Aでは，まちづくり NPO団体の事務
局という場を得たことで，グループ Bでは，高齢
者福祉施設という活動の拠点があったことで，グ
ループの運営や活動の展開に違いがあった．メン
バーの集う場として，今後の活動について議論す
る場として，グループの居場所があるかどうかは
大きい．
　団塊世代の人材活用・ネットワーク形成の先駆
的取り組みを調査分析した報告書₆）でも，活動の
安定と発展のために必要なものとして，活動拠点
があった．健康づくりグループが地域で継続的な
活動をしていく上でのニーズとしても，活動の場
として通年使える身近な施設というものがあがっ
ている₁₇）．グループ A，Bともに，活動の拠点は，
メンバーやグループ活動を通して得たネットワー
クで得ている．活動拠点を得る上でも，さまざま
な団体との交流や協働が重要であり，それを推進
することが大切である．

2 ．今後のグループ活動における課題

　今後のグループ活動における課題として，グ
ループメンバーの確保がある．メンバー自身の体
調や親の介護などで活動に参加できなくなるメン
バーがでる一方で，新メンバーの参入がない．
　両グループともに，口コミによるメンバー確保
の活動のほか，グループ Bにおいてはホームペー
ジを立ち上げてメンバー確保に努めている．しか
し，なかなか新メンバーが増えない状況が続いて
いる．今回，講座の参加者のうち ₈割が個別通知
をみて参加の申し込みをし，さらに妻や友人の後
押しがあって参加を決めたという人もいた．新た
な仲間との活動を始めたいという思いをもってい
ても，その一歩を踏み出すのに勇気がいるのであ
ろう．身近な家族や友人が，その一歩を踏み出す
後押しができるような活動もあわせて考えていく
ことが必要である．
　さらに，退職者の就労以外での社会参加の支援
として，生涯学習センター等で学習や出会いの場
が提供されている．退職男性がそのような場で，
新たな出会いをきっかけに仲間をつくり社会参加
を成し遂げる活動を展開していくことをねらえる
講座の企画が重要である．つまり，新たな仲間と
の活動を模索していけるよう肩書きにこだわらず，
参加者のもっている技能や関心事を話し合う場面
づくりや，「さまざまな団体との交流や協働」が実
現するように地域の社会資源との接点づくりを講
座の企画段階で創意工夫することなどである．そ
して，退職男性が，今まで培ってきた能力を活か
しコミュニティへの参加を実現させていく過程を
通して健康を維持増進させていくことができるよ
う支援することが求められる．

Ⅴ　おわりに

　退職男性の地域活動グループづくりの講座を企
画，実施した．講座終了後，年ごとに ₂ つのグ
ループが誕生した．誕生したグループの活動を追
跡し，グループ活動の推進要因を検討した結果，
「肩書きにこだわらず互いをよく知ること」「自分
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たちにできることへの挑戦とその成果の実感」「縛
られない自由と楽しさ」「さまざまな団体との交流
や協働」「活動拠点があること」の ₅ つを抽出し
た．今後はメンバーの確保がグループ活動の課題
である．
　退職男性が新たな仲間との活動を求めて一歩を
踏み出す後押しを，身近な家族や友人ができるよ
うな活動や，退職男性が今まで培ってきた能力を
活かしコミュニティへの参加を実現させていく過
程を通して健康を維持増進させていくことができ
るような支援が求められる．

謝　　辞

　本調査に快くご協力くださいました講座参加者の皆
さまに心より感謝申しあげます．また，講座の運営を
手伝ってくださった，当時の高齢福祉介護課の職員の
皆様とボランティアの皆様にも厚く御礼申しあげます．
　本研究は，文部科学省科学研究費補助金（若手研究
（B））「地域レベルへの発展までを目指した退職男性の
エンパワーメントを促すプログラム研究」の一部であ
り，第₂₁回日本健康教育学会学術大会で報告した内容
に加筆，修正したものである．

利益相反

　利益相反に相当する事項はない．

文　　献
 ₁） 斎藤ゆか．定年退職後の生活の変化と個のボラン
ティアリズムの形成要因―「プロダクティブ・エイ
ジング」を可能にするための教育・学習の方向性―．
生涯学習研究　₂₀₀₅；₃：₆₇-₈₁．

 ₂） 藤原佳典，杉原陽子，新開省二．ボランティア活
動が高齢者の心身の健康に及ぼす影響　地域保健福
祉における高齢者ボランティアの意義．日本公衆衛
生雑誌　₂₀₀₅；₅₂：₂₉₃–₃₀₇.

 ₃） 藤原佳典，西真理子，渡辺直紀，他．都市部高齢
者による世代間交流型ヘルスプロモーションプログ
ラム ＂REPRINTS＂ の ₁ 年間の歩みと短期的効果．日
本公衆衛生雑誌　₂₀₀₆；₅₃：₇₀₂–₇₁₄.

 ₄） 杉原陽子．中高年の社会参加～定年後の地域デ
ビュー～．東京都老人総合研究所編．第₈₀回・第₈₃
回老年学公開講座　地域への軟着陸　退職後も社会
参加でイキイキと．東京：東京都老人総合研究所，

₂₀₀₅：₃–₁₉.
 ₅） 杉原陽子，杉澤秀博，柴田博，他．プロダクティ
ブ・アクティビティが中高年齢者の心身の健康に及
ぼす影響―引退と健康に関するパネル調査の結果か
ら―．老年社会科学　₂₀₀₆；₂₈：₂₃₂.

 ₆） 社団法人シルバーサービス振興会．健康長寿のま
ちづくり推進のための団塊世代の人材活用および
ネットワーク形成の方策等に関する調査研究事業報
告書．東京：社団法人シルバーサービス振興会，
₂₀₀₇.

 ₇） 竹原智美，俣野秀樹，庄田晴美，他．「₂₀₀₇年問
題」に向けた保健活動　団塊の世代を地域に迎える
対応　京都府亀岡市における「退職男性の健康づく
り教室」の経緯と成果．保健師ジャーナル　₂₀₀₇；
₆₃：₁₂₄–₁₂₈.

 ₈） 山本恭子．男心をつかむ保健師活動　男性へのア
プローチのポイントをさぐる　団塊世代の男性の地
域参加支援．保健師ジャーナル　₂₀₀₇；₆₃：₉₇₈–₉₈₂.

 ₉） 佐藤真琴，渋谷ちづる，宇佐美賀代，他．健康は
だの₂₁（その ₈）退職者の力を健康づくりの舞台へ．
日本公衆衛生雑誌　₂₀₀₆；₅₃（₁₀・特別付録）：₄₀₇.

₁₀） 坂野公信，佐藤靖典，三信巌，他著．財団法人　
日本レクリエーション協会監修．新グループワー
ク・トレーニング．東京：遊戯社，₁₉₉₅.

₁₁） 岡崎光，加藤達也，上石厚志，他著．日本グルー
プワーク・トレーニング協会監修．GWTのすすめ・
ヒトを人にする．東京：遊戯社，₂₀₀₃.

₁₂） 青井和夫．小集団の構造と機能．今日の社会心理
学₃　集団・組織・リーダーシップ．東京：培風館，
₁₉₆₂：₄.

₁₃） 岡堂哲雄．集団力学入門―人間関係の理解のため
に―．東京：医学書院，₁₉₇₄：₄₃–₄₈.

₁₄） 山田小織，重松由佳子，伊藤直子．地区組織のエ
ンパワメントを目指した行政保健師活動に関する一
考察～ A地区健康づくり活動メンバーのモラールに
着目して～．西南女学院大学紀要　₂₀₀₇；₁₁：₂₃–₃₂.

₁₅） 掛本知里．退職移行期にある高齢男性のヘルスプ
ロモーションに関わる要因の検討．東京女子医科大
学看護学部紀要　₂₀₀₃；₅：₃₇–₄₃.

₁₆） 山田小織，守田孝恵，伊藤直子．住民組織におけ
る保健師の支援内容とメンバーの活動意欲．保健医
療科学　₂₀₁₀；₅₉：₁₅₉–₁₆₈.

₁₇） 保田玲子，清水光子，照井レナ，他．地域に根ざ
す住民主体の健康づくりグループ活動の発展に関す
る一考察．SCU J Des Nurs　₂₀₀₈；₂：₁₇–₂₄.

（受付　₂₀₁₂.₁₂.₂₈．；受理　₂₀₁₃.₆.₁₀．）



滝澤・若林

244 日健教誌　第21巻　第 3号　2013年

Supporting develop community activity groups for retired men  
and identifying facilitating factors to promote their activities

Hiroko TAKIZAWA*₁ and Yoshiko WAKABAYASHI*₂

Abstract
Objective: We provided support to develop community activity groups for retired men and investigated factors 

related to promotion of group activities based on the progress of their activities.
Methods: In ₂₀₀₇ and ₂₀₀₈, we conducted a program for men aged ₅₅ to ₆₅ years to develop groups that would 

enable them to strengthen ties to the community through activities. We followed the progress of group 
activities through participant observation of activities and interviews with group members, and summarized 
the progress of activities. Factors related to promotion of group activities were identified based on the prog-
ress of activities.

Results: A total of ₁₉ of ₂₃ applicants in ₂₀₀₇ and ₁₂ of ₁₂ applicants in ₂₀₀₈ participated continuously in the 
program. After the program in ₂₀₀₇ and ₂₀₀₈, each group was established as the participants hoped to con-
tinue the group activities.

　The following five facilitating factors of the group activities were identified during the activities: ①Getting to 
know each other well without minding titles, ② Pursuit of challenges that are within reach and recognition 
of their outcomes, ③ The freedom and joy, ④ Exchanges and collaborations with various organizations, and 
⑤Having a base of operation. Obtaining a sufficient number of members was considered an issue for future 
group activities.

Conclusion: We identified five facilitating factors to promote group activities and need for obtaining more mem-
bers as issue for future group activities.

〔JJHEP, ₂₀₁₃；₂₁（₃）：236-244〕
Key words: retired men, community activity group, community participation
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